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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第２部会（第２回） 

 

■開催日時：令和７年10月６日（月）16:00～18：00 

 

■開催場所：福井市役所８階 第８会議室（Ａ）（Ｂ） 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻より前でございますが、全員お揃いでございますので、ただいまから総合計画審議

会専門部会第２部会の２回目の会合を開始させていただきます。 

 初めに、市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立をお願いいたします。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、どうぞご覧ください。私が前文

を朗読しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

 なお、実践目標についても併せてご唱和をお願いします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様方におかれましては、公私ともにお忙しいところご出席いただき誠にありがとうございま

す。 

 なお、本日、市老人クラブ連合会の大音委員はご欠席との連絡をいただいております。 

 次に、議事に入る前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元のほうに本日の会議次第、そして委員及び出席者名簿、座席表並びにメモ用紙をお配

りしております。 

 また、パソコンのほうに資料５、専門部会での審議事項、資料７、将来都市像（案）、資料８、第九次

福井市総合計画原案、資料９－２、総合計画原案に対する意見と対応案、資料10－２、政策階層に

ついてをお開きをしております。 

 以上、不備はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 なお、資料９－２につきましては、第１回の専門部会でいただきました意見の対応の案の資料になり

ます。原案に反映するもの、また具体的な取組として検討するもの、またその他反映が困難であった

ものなどに分類をしております。原案に反映したものに関しましては、資料８のほうに赤字で記載をし

ております。後ほど事務局から政策ごとの説明をさせていただきますので、そのときに併せてご確認を

お願いいたします。 

 また、参考資料といたしまして、参考７、令和７年度福井市民意識調査の調査結果を追加させてい

ただいておりますので、審議の際の参考資料としていただきますと幸いでございます。 

 それでは、議事のほうに移りたいと思いますので、田村部会長、よろしくお願いいたします。 
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２．議事 

○部会長 

 ただいまから議事に入ります。 

 まず、資料５をご覧ください。 

 この第２部会では、前回、分野Ⅱ、くらしの政策についてご審議いただきました。本日の第２回では、

将来都市像（案）と第１回までの意見等を基に作成されました施策についてご意見をお伺いしたい

と存じます。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいので、事務局からの説明

は簡潔にお願いいたします。 

 

（１）将来都市像（案）について 

○部会長 

 まず、将来都市像（案）につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、１ページの将来都市像の変遷をお願いいたします。 

 まず最初に、直近３つの将来都市像を振り返ります。 

 左側が将来都市像、右側が考え方になります。 

 第五次計画の都市像は、人、街、自然、文化の交・響・楽・彩ふくいです。 

 考え方は、個性のある人、街、自然、文化が交わり、響き、楽しみ、彩りが生まれることで市民に活力

がみなぎる町が生まれるでございます。 

 次に、第六次計画の都市像は、自然・活気・誇りにみちた、人が輝く、かえりたくなるまちふくいです。 

 考え方は、自然、人が集い、交流し、学び、働くことで生まれる活気、お互いを尊重し、福井の町、歴

史、文化への誇りに満ちた町、生き生きと人生を送る人が輝く町を目指すでございます。市内に住む

人も外から来る人も我が家のように思う帰りたくなる町の実現を目指すとしております。 

 次に、第七次、八次計画の都市像は、みんなが輝く全国に誇れるふくいです。 

 考え方は、市民、地域、企業など本市の全てが輝き、みんなが豊かさを実感できるまちづくりを進

め、市民一人一人のふるさと福井に対する誇りの醸成と全国に向けた発信を目的としています。 

 計画期間は、第五次計画までは10年、第六次計画からは５年間となっています。 

 理由としましては、第七次総合計画策定時に当時の副市長から、帰りたくなる町が非常に内向き、

これから福井を売り込んでいこうというときに帰りたくなる町を継承するのか、全国に誇れる福井は

市長が掲げ、市民の合意を得ているとの指摘があったため、急遽変更した経緯がございます。 

 ２ページに行きまして、02、将来都市像について及びキーワード一覧です。 

 ①次期将来都市像の概要です。 

 将来都市像は、長期的な取組により実現を目指すおおよそ５年から10年先の本市の将来の町の

姿、コンセプトです。また、今回新たに市民の皆様に分かりやすく届けるため、１つの文章が長くなる

のを防ぐため、都市像と連動した副次的なサブテーマ、キーメッセージを設定しました。後ほど紹介す

る将来像（案）の下に波線（チルダ）で掲載しています。 

 ②番、キーワード一覧です。 

 次期総合計画は、これまで以上に市民の皆様や庁内での意見交換を実施し、策定を進めており、

意見交換や審議会での発言を抽出し、発言を６つのキーワードに分類しました。 

 ３ページから後ろの部分に、参考資料として専門部会での意見や市民からの意見など、キーワード

を作成した過程を掲載しています。ご確認ください。 
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 ２ページに戻りまして、６つのキーワードを設定しました。 

 人と人、政策と政策などのつながり、広がり、多様な価値観を受け入れるなどの多様、福井の新しい

形を目指すチャレンジ、若者などライフステージに応じた居場所、ありのままを誇る福井らしさ、福井っ

ていいね、ウエルビーイングです。 

 今回は、キーワードも参考にして都市像を考えています。また、今回、審議委員の皆さんに第１回目

の全体会で審議委員一人一人に理想の未来を発表していただき、また第１回目の専門部会では施

策を提示せずに政策を議論していただき、市のあるべき方向性についての発言がございましたので、

キーワードとしてではなく発言そのものも参考にさせていただいております。 

 次、３ページをお願いします。 

 03、将来都市像（案）及びキーワードの取り入れ状況でございます。 

 彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。ふくい。サブテーマが、さあ、楽しもう！チャレンジする毎日

を！です。ひらくには様々な意味がありますが、閉じたものを開け広げ、新たに物事を始める意味がご

ざいます。 

 右上の参考にした審議委員の意見は、やりたいと思っていることをちゃんと受け止められる社会を

実現することで好循環が生まれるとの意見や、審議委員一人一人の理想の未来を真剣に発表して

いる様子を見て、本当に感動しているとの意見、今後ますます広がる多様なライフスタイルを応援する

ことを伝えてほしいとのご意見です。 

 考え方ですが、こどもからお年寄り、障害者など、様々な人々や地域がいろいろな様々な思いを持っ

て生活しています。市民一人一人の思いは貴重な財産であり、輝き続けるもの、そんなすてきな思い

が町を彩り、すてきな思いが輝く町であり続けたい、そんな思いを込めて策定しました。 

 少子・高齢化、人口減少が急速に進む社会では、これまでの考え方ややり方が通用しない場面が

生じます。一人一人のすてきな思いとほんのちょっとのチャレンジが合わされば、今よりきっとすてきな

福井市が始まります。さあ、福井はこれから。さあ、楽しもう、チャレンジする毎日をでございます。 

 今回、様々な機会を通して、これまで以上に市民や若手職員と意見交換し、策定作業を進めていま

す。総合政策課でも、藤島中学校や会議所の青年部、公募したＺ世代の市民、庁内の若手職員など

とワークショップをしました。みんなが目を輝かせて、真剣に福井市の理想の未来について発言して

おり、正直すごい心強いなと感じました。このままあらゆる世代が福井の未来についてすてきな思い、

意見を持ち続ければ、きっと福井市はよくなると感じたところから策定しております。 

 また、サブテーマを楽しもう、チャレンジとすることで、チャレンジへのハードルを下げ、強制感がなく、

みんなで楽しんで挑戦していこうということをイメージしています。 

 工夫した点は、彩りを加えることで、思いが町を彩るイメージ、彩りに豊かを加えることで、思いの広

がり、また思いを想いにすることで感情が込められた思いのイメージに加えています。 

 取り入れたキーワードは、多様、福井らしさ、つながり、広がり、チャレンジなどを取り入れています。 

 この案につきましては、市長協議、各部会長などで構成する調整会議を終えて、最終的に残った一

案となります。ご審議よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 この将来都市像につきましては、10月３日に審議会の会長及び各部会長で構成する調査会議が

開かれました。その中で、私が部会を代表して出席をし、協議を行いました。 

 協議の結果、今後の福井市の将来を見据えた将来都市像にふさわしいものであること及び部会の

意見を踏まえていることを確認しております。委員の皆さんのご賛同をいただきたいと思いますが、ご

意見、ご質問はございませんでしょうか。 
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○委員 

 反対でも何でもないんですが、チャレンジという言葉を県がよく使っているんですね。県と同じような

形でいいかどうかということを含めて、将来ビジョンで県がたくさんチャレンジという言葉を使っている

ので、それはどうなのかな。別の言葉に代えられるならいいかなと私はそう思うので。県がいっぱいチ

ャレンジを使っているんです。そこがちょっと引っかかるんですよ。だから、それも分かっている上でこう

やるならいいかなと思っているんですけど、県とあまり一緒にしたくないなというのが本音で、できたら

違うほうがいいかなと思ってこういう発言をしたので、そういうふうに決めたのなら私は反対ではない

んですけど、どうかなと思っています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 調整会議の中でも、漢字にしようかとか「挑戦」にするかという話も出たんですが、挑戦するぞという

ことより、県と統一したチャレンジしていくという方がいいかなということで、意見はたくさん出ました。

でも、このほうが彩り豊かな想いがかがやけるというイメージに合うのかなということで、細かいことを

少しだけでもチャレンジできる、小さいことでも挑戦していいよという意味で、さらに毎日チャレンジす

ることもできるしということで片仮名を使わせてもらったのではないかということを皆さんと協議しまし

た。行政のほうから何か追加することがございましたら。 

○事務局 

 県ですが、長期ビジョンの基本理念で「安心のふくい」を未来につなぎ、もっと挑戦！もっとおもしろ

く！という言葉がございます。チャレンジという片仮名ですが、将来都市像で使うのはあまり聞いたこと

がございません。挑戦という言葉はありますが、チャレンジとつけているのは新しいのかなと。同じ意味

合いかもしれないですが、挑戦という将来都市像をつけているところは結構ありますが、チャレンジと

そのままつけているのはあまりない。また、福井市でもチャレンジみらい予算とか、そういうことで盛り

上げていますので、県と全く違うことをしているわけでもないので、その辺はお許しいただきたいなと

思っております。 

○委員 

 こういうキャッチコピーというのはどうしても好き嫌いというところも多いと思うので、私の好き嫌いを

含めてお話しさせてもらいますと、この「彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。ふくい」という１行

目のキャッチフレーズは、私は非常にいい、すばらしいフレーズだと思っています。このサブテーマが入

ることでキャッチフレーズが強くなるのか弱くなるのかという部分に対して、サブタイトルを「さあ、楽し

もう！チャレンジする毎日を！」ということで、上のキャッチコピーが強くなっているのか弱くなっているの

かということに対して、私はちょっとどうかなと思いました。 

 それから、もう一つは、チャレンジする毎日というのも、言葉としてはチャレンジする日々をというほうが

いいのかなと、そんな気もします。でも、これは私の個人的な感じなので、これを採択してくれとかとい

うそんなつもりはありません。特に１行目のキャッチコピーは、私は非常にいいキャッチコピーだと思っ

てます。 

○部会長 

 ありがとうございます。ご意見としてお伺いしておくだけですね。 

 よろしいですか。 ほか何かございませんか。 

○副部会長 

 私もキャッチフレーズ、これはすばらしいなというふうに思うんですが、ふだん立場の弱い人と関わる

ことが多い者から見ると、チャレンジという言葉は、どうしても立場の強い人ができる言葉であって、ち

ょっと弱い人から見ると辛いなとかしんどいなというふうに思えるような言葉でもあります。この中に入



【議事要旨】 

- 5 - 

れるかどうかは別で、もしかして施策に入れたほうがいいのかも分からないんですが、例えばチャレン

ジして失敗してもいいんだよというような、何か安心感を与えられるような、そういった取組なり、フォロ

ーなりがどっかに入っててもいいのかなというふうにも思いますし、チャレンジすることが恥ずかしいと

いう人もやっぱりいらっしゃったりもするので、そこら辺もフォローできるようなそういう配慮だけいただ

ければなと思いました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 このキャッチフレーズに基づいて、政策の中でそういうことを揉んでいってほしいということもあるん

ですね。 

○副部会長 

 はい、そういうことも。 

○部会長 

 そういうことでよろしいですか。 

 じゃあ、ほかございませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、この案にご賛同いただけますでしょうか。 

 都市像は、第２部会としてはこの案にしてよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 うなずいていただきましたので、ご賛同いただきましてありがとうございました。 

 以上で将来都市像（案）についての審議を終了とさせていただきます。 

 

（２）政策５「地域活性化に関する政策」について 

○部会長 

 次に、政策５「地域活性化に関する政策」について事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８の第九次福井市総合計画原案の政策５「地域活性化に関する政策」をご覧くださ

い。 

 資料の上部、オレンジ色の背景の部分が政策階層、資料の下のほうの左側から、現状、課題、施策

となります。第１回の専門部会では、原案として示した政策階層を基に各委員からご意見をいただき

ました。今回は、第１回までの意見などを基に作成された下のほうの右側の施策を中心に議論してい

ただきます。 

 現状、課題についてですが、第１回専門部会でご説明したとおり、県外への若者転出超過の改善や

出生数の増加、移住・定住の推進や豊かな住環境の整備、自治会業務のデジタル化など持続可能

で特色のある地域づくりを促進する必要があります。 

 このような現状、課題を踏まえ、４つの施策を掲げました。 

 まず、１番、福井とつながる人口の対流を創出するについてです。 

 住み慣れた土地を離れ、新たな町で暮らす移住には、大きな決断と不安が伴います。そのため、移

住まではいかなくても、福井の外から本市を応援し、様々な形でつながりを持つ関係人口の創出、拡

大に取り組むことで、段階的に本市との関わりを深めてもらい、地域の活性化や将来的な移住に結

びつけていきます。 

 次に、２、ライフステージに応じた人材還流を促進するについてです。 

 就学、就職で県外へ出る若者が多い状況となっておりますが、県外に出ても、広い視野で物事を学
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んだ後にはふるさと福井へ帰ってくる、そのような人材の還流を図るため、高校生や大学生、社会人

など、それぞれのライフステージに応じて、地元定着やＵＩターンを促進するための取組を進めていき

ます。 

 次に、３、地域の資源を生かし、安心して住み続けられる住環境をつくるについてです。 

 ＵＩターン世帯や若年・子育て世帯、高齢者や障害者など、誰もが安心して住み続けることのできる

豊かな住環境を確保することで、定住人口の維持につなげてまいります。 

 最後に、４番、地域の活性化や地域コミュニティーの維持に取り組むについてです。 

 活力ある地域を維持するため、地域住民が作成した地区ビジョンの実現につながる活動をしっかり

と支援するとともに、中山間地域、過疎地域の維持、活性化や、地域おこし協力隊による取組を通じ

た地域活性化などを進めてまいります。また、自治会業務のデジタル化への支援など、自治会の維

持、活性化を図るための各種取組を推進するとともに、人口減少、少子・高齢化に対応できる地域コ

ミュニティーの在り方について、地域の声や実情などを整理します。 

 以上で政策５についての説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、政策５についてですが、ただいまの説明を踏まえまして、委員の皆様からのご意見を頂戴

したいと思います。 

 挙手の上、ご発言いただくようにお願いいたします。 

 政策５、地域活性化に関する政策でございます。 

 ただいま施策のほうを読み上げていただきましたが、気になる点とかご意見ございましたらお願いい

たします。 

 まず、①のほうで、福井とつながる人口の対流を創出するというところで何かございませんでしょう

か。 

○委員 

日本語としてはよく分かるんですけれども、じゃあ具体的にどういった施策が考えられるのか。施策

として書いてあるその先ですね。どういった具体的な方策があるのかなということをちょっと心配して

います。 

○総務部次長 

 まず、具体的な施策というところですけれども、①は福井とつながる人口の対流ということで、福井と

都市部からの人口の流出というか、こちらに来てくれる人を増やしていくということを想定しています。

具体的な事業と言いますと、まず転勤でこちらに来られた方の交流会ですとか、ワーケーション事業、

サテライトオフィスで仕事をされて、地域の住民の方と交流して、楽しいひとときを過ごすことが、後々

は移住につながっていく、などということを想定しているところです。 

○委員 

 想定というのは分かるんですが、具体的といいますか、もうちょっと具体性といいますか、何かいい言

葉がありませんけれども。 

○部会長 

 これをもっと具体的に詳細にとなりますと、これは第九次の総合計画なので、その下にぶら下がる計

画によっていろんな課が出てくるという、本当に細かい具体策が出てくると考えているんです。それ

で、一番上の最高の九次福井市総合計画に当たって、何々課の具体策をしますというのはこれから

これに基づいてその施策がまた出てくるということになっているんですね。よろしくお願いします。 

 ほかはございませんか、お気づきの点、①はよろしいですか。 
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   〔「なし」の声あり〕 

 では、②のライフステージに応じた人材還流を促進するということで、何かご意見ございませんか。 

○委員 

 ②に書いてある３つのぽつは、確かにこういうことをやっていって、それが実現すれば福井における

人口減少を防いで、人が定着していくだろうという取組だと思います。やはり①の議論と一緒で、どの

ような具体的施策、市としての施策を想定しているかということを伺ってみたいとも思うんですが、取

りあえずこの提言としてはこのレベルまででいいのではないかと思うんですけれども、例えば高校生、

大学生の地元定着ということが一大テーマでありまして、福井県なんかも実に様々な施策を打ってい

ます。例えば、福井大学にも予算を投入して、高校生に向かって工学部、物づくりというものの魅力を

伝え、かつ工学部の学生に地元企業に対する関心を醸成してもらって、福井の物づくり企業への就

職を促進するとか、そういったことも具体的に始まっているんですけども、福井市としては例えば高校

生や大学生の地元定着にどのような具体的施策を想定しているかというのを聞いてみたいと思うん

ですけれども。 

○総務部次長 

 高校生、大学生にまず福井市の魅力というものを知っていただくということで、ワークショップとかイ

ベントを通じての、今の工学部の方もそうですけれども、地域資源とかいろんな人材がいるということ

を再発見していただきながら、福井のいいところ、魅力を感じてもらって、また戻ってくるとか、誇りに思

うというようにつながっていけたらと考えています。 

○移住定住交流課長 

 補足させていただいてよろしいでしょうか。 

 福井の大学生の取組としましては、今年度、福井大学の地域国際交流学部の学生さん、２年生、３

年生の皆さんと課題研究プロジェクトというものを実施しております。ＰＢＬを実施しております。その

中で、今取り組んでいただいているのは、Ｉターンの促進という課題に取り組んでいただいておりま

す。県外から来ている大学生に対し、福井の魅力を発信してもらう。インスタですとか、ＴｉｋＴｏｋとか、

ユーチューブとか、そういったもので福井の魅力を発信してもらうような取組を現在やっております。こ

のような取組につきましては、今後も続けていきたいと考えております。 

○委員 

 もう一つ。 

 ２番は、福井はまだいろんな意味でＰＲがそれほど上手でない、遠慮しているというか、もうちょっと厚

かましくやってもいいんではないかとも思うんですけれども、２番なんかに関しても、全国トップクラス

の住みよさや、これこれですね。福井県レベルでも一生懸命やっているように思うんですけれども、県

と市が共同してやってもいいんのではないかとも思う領域ですけれども、県と力を合わせて２番に取

り組むというような予定というのはあるんでしょうか。 

○移住定住交流課長 

 県との共同の取組ですけれども、東京、大阪、そのような大都市で、県と共同で県内各市町が移住

フェアというものを開催しております。その中で、各市町の魅力ですとか、そういったものを移住検討

者に対して情報発信をしているような取組も今やっておりますし、あと県との連携で言いますと、Ｕタ

ーン者、Ｉターン者を増やすために、県外の大学に行かれている学生さんに対して、その地元の親御さ

んに対していろんな情報発信も連携してやっております。 

○委員 

 産み育てやすい子育て環境というフレーズがありますが、福井県の出生率は全国47都道府県で唯

一減らなくて、１位の沖縄県もずるずると下がってきております。恐らくあと二、三年で福井がトップに
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なると思うんです。あの指標は、実にいろんなことの積み重ねの上に出生率が１番になっていると思う

んですけれども、それなんかをぜひ福井県とも共同して全国にＰＲしてほしいと思います。本当にその

うち１番になりましたら、望まなくても世の中がなぜ１位なんだということには注目してくると思います

ので、ある種チャンスだと思います。 

○部会長 

 具体策の中にまた取り入れていただけるといいのではないかと思っております。 

 それでは、③の地域の資源を生かし、安心して住み続けられる住環境をつくるというところですが、

何かご意見ございましたら。 

 ２番目のところとちょっと絡んでいるかもしれません。空き家とか高齢者とかが入ってきておりますの

で、このままでよろしいですか。 

○委員 

 全部１番から4番に関わってくることなんですけれども、行政が人の生き方とかライフスタイルを変え

ようというのはなかなか難しいと思うんです。当然その人の価値観の中で、東京に住んだり、大阪に

住んだり、いろんなところに住んだりという中で、行政の役割として福井市で何かしないと、なかなか

このままでは疲弊していくということでやろうと思っている。 

 ただ、皆さんのお子さんで、県外に進学して福井に絶対帰って来いよってなかなか言えないと思うん

です。それと同じで、こどもたちの可能性というのを、ある価値観で当てはめるのはなかなか難しいん

ですけど、でもそこに地元としてはいろんなアピールをやり続けなければ止まってしまう。そういった意

味で大変ご苦労されているとは思うんですが、これは家庭でのいろんな考え方とか、親の教えや子育

てとかっていうのが大きく左右することですので、行政がこれといって特効薬をこれをやったら絶対福

井市に人が来てくれるというようなものはなかなかないと思うので。そういった中で、まずはやはり、福

井市はそういうことに少しでも真剣にみんな考えているんだというところを少し出すのが精いっぱいの

仕事かなというように思います。 

 優秀な人材を、じゃあ福井に戻せ、いや、僕はこれとこれでこういうところでこういうことをやりたいと

いうのを戻すことはなかなかできないと思いますので、そこも含めていろんな幅広い考え方でやって

いただければといいのかなとは思います。 

○部会長 

 誰もが安心して住み続けられる豊かな生活環境の整備として課題が載っておりますので、それに対

しての施策をこういう具合に応援します、つなげます、支援しますということなので、これでよろしいで

すか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 では、④のところで、地域コミュニティーの持続と特色のあるまちづくりの促進ということで課題が載

っております。その中で施策をこうしましょうということなんですが、自治会のことがありますね。何か意

見ありましたら。 

○委員 

 先ほどの委員がおっしゃったように、なかなか現状は厳しいかなと。だから、これはどこで施策って、

家庭だけの特効薬みたいなのはなかなか現実的ではないのかなと私は思っているんですけども、や

はり大学生とかに聞くと、いい企業がないとか、すぐそういうことをおっしゃると、福井なんかどうにもな

らない、現実的に。自分の好きなような職場がないとかそんなことを言われるんで。だけど、やはりさっ

き先生がおっしゃったように、福井もきらりと光る企業が実はいっぱいあることが、これは大学の先生

にもお願いしないといけないんですけど、そのような企業がいっぱいあるということも実は見返してほ

しいなということも含めて、若い人が正直なとこをいって、現実的なのは地域がもう息をしていかれな
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くなってきているというのが私は現実かなと思うので、とにもかくにも例えば50軒ぐらいの町内だった

ら３人ぐらいは若い人がいないと、現実的に地域の安心・安全は守れないということ。 

 それから、自分の親ぐらいは自分の家系で見てほしいと。最低限の地域の安心・安全を守るための

施策だけはどうしても福井市でやってほしいと、私はそう思います。したがって、そういう安心・安全の

ための負担が実は自治会にものすごくかかってきて、自治会は、そんなことはやりたくないというのが

現実だと思いますので、具体的な施策は私はそういった意味では必要かなと思っています。 

○部会長 

 この後の具体的な施策に関して十分討議してほしいということですね。 

 では、若い人の地域おこし協力隊などを聞いたことがあるんではないかと思うんですが、何か地域

資源を活用した取組を通じて、地域の活性化を図りながら、都市部の若者の定住、定着につなげま

すというところで何かご意見ございましたら。 

○委員 

 地域おこし協力隊は聞いたことはあるんですが、やはり地域に若者が急に入るというのは難しいこ

とだなと。私も実際、地域の中のそういう高齢者って言ってしまうとよくないかもしれないんですが、募

る会議も参加しにくいと思うのが現状で、それに対して何か入り込みたいんだけど、話に入れないと

いう不安だとか、若者がいないから話が合うのかという不安がすごくあって、ちょっと参加できない、

参加しづらいかなって思っています。 

○部会長 

 若者の貴重な意見がなかなか入りにくいって、自治会も入りにくいかもしれないですね、若い人が。 

 それでは、政策５について審議されたことをまとめてみます。①のところでは、やはり具体的なものを

今後しっかりと出してほしいと、この後の課題に対して、施策を出して、その後につながるものをしっか

りと協議していってほしいなということでございます。 

 それから、②のほうでは、高校生や大学生が地域で大事な資源ですよね。資産、資源、宝なので、ど

のようにしたらその人たちが生かせるかということを、実現できるような施策をこの後に出していって

ほしいと思います。 

 福井の魅力でよく言われるのは、県外、市外から来られると福井には魅力があるのに、中に入って

住むといいのに、住むまでのＰＲがないので、住むという決断がなかなかできないということみたいな

ので、その魅力の発信をどうするかということも次のところで考えてほしいなということでして、県と共

同していくのはやはりいいことなので、県都福井なので、福井市と県とが協力してやっていってほしい

ということです。 

 自治会のほうの現状もよく踏まえて、地域の安心・安全の最低のところで、どこまで行政として入り

込めるのか、あとは住民がどのようにしていくのかということにつながるのではないかなと考えまし

た。 

 それから、若い人が、地域おこし協力隊とか地域協力隊というのは県外の人が多いですね。地元で

入ってもらうといいですけど、なかなかどういうものか、聞いたことはあるけれど参加しにくいこと、また

参加してみたいのもあるけれど、どうしたらいいのかっていうところはまた学校のほうでＰＲ、もっともっ

と発信してほしいなということでよろしいでしょうか。 

〇副部会長 

 ④のところですが、私どもも地域の方、地区社協活動ということですごくお世話になっているんです

が、やはり将来的な見通しということを考えると、懸念材料はものすごくあります。それは行政の皆様

もよくご存じで、分かるかと思うんですけれども、例えば人材不足とか、住民意識とか、あるいは資金

の問題とか、そういったことがあろうかと思います。そういったことを考えると、例えばですが、行事とか
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会議とか事務を整理、統合したりとか、あるいは共有化するとか、そういったことが必要かなとも思い

ます。 

 よく地区社協の方からも言われるんですが、行政とか市社協の縦割りが地域の中でさらに縦割り

を起こしているんだというようなことを言われているんですけれども、そういったことを解消しながら、こ

れからの地域運営ということを考えていく必要があるんではないのかなというように思います。 

 そういった意味では、公民館の役割というのはものすごく大事だと思います。生涯学習の拠点だけ

ではくて、住民自治に関わるようなそういった公民館に変わるというようなことも大事かなと思います

ので、今この内容そのままではなくて、その先の話かも分からないですけども、感じていることをお伝

えしておきたくて意見を言わせていただきました。 

○部会長 

 今、政策５につきまして皆様からご意見いただきましたので、そのことを踏まえまして、また次の段階

のほうに進めていってほしいなと思っております。 

 以上で政策５につきまして、審議を終了とさせていただきます。 

 

（３）政策６「共生・協働に関する政策」について 

○部会長 

 次に、政策６の「共生・協働に関する政策」につきまして説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８、総合計画原案の６ページ、政策６「共生・協働に関する政策」をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、互いの価値観や多様性を認め合える意識づくりやライフスタイル

に応じた選択ができる環境づくり、様々な国の人たちが安心して支え合えるまちづくりが求められて

います。また、市民のボランティアの力を高め、市民と行政が共に支え合う社会を目指す必要がござ

います。 

 このような現状、課題を踏まえ、施策として次の４つを掲げました。 

 まず、１番、誰もが活躍できる人権が尊重された社会の実現を図るについてです。 

 本市では、これまでも法務局や県などと連携し、人権啓発の取組を行ってきましたが、今後さらに一

人一人の人権が尊重される地域社会の実現を図ってまいります。 

 次に、２、女性が輝きいきいきと暮らせる社会の実現を図るについてです。 

 企業や地域など、社会全体でのアンコンシャスバイアス、無意識の思い込みを減らし、男女共同参

画意識の醸成に取り組みます。 

 次に、３番、多文化共生のまちづくりと市民のグローバル化を推進するについてです。 

 在留外国人が増加している現状を踏まえ、デジタル技術などを活用し、日本人、外国人の誰もが同

じ市民サービスを受けることができ、安心して暮らせる環境を整備していきます。 

 また、本市は、９月22日にスロベニアのクラン市と姉妹都市協定を締結しました。このような姉妹友

好都市とのつながりを生かし、国際交流活動を支援することで、市民の国際理解を深め、グローバル

化に対応できる人材育成につなげてまいります。 

 最後に、４番、ボランティア活動や市民活動を支援し、市民と行政が力を合わせる協働のまちづくり

を進めるについてです。 

 市民が安心して暮らしていくためには、様々な立場の方々が支え合っていくことが必要です。そのた

め、ハピリン内に設置した福井市総合ボランティアセンターを拠点として、幅広い世代の市民のボラ

ンティア活動への関心や意欲を高めるための支援などに取り組み、協働のまちづくりを進めてまいり

ます。 
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 以上で政策６についての説明を終わります。 

○部会長 

 ただいまの説明を踏まえまして、委員の皆様からご意見をお伺いしたいと思います。 

 現状はこうですが、課題は上がっております。その４つの課題に対して施策はこういう具合にしたいと

いうことで、文化のところとか、ここを足すといいのではないかというご意見がありましたらお願いしま

す。 

○委員 

 ②の女性が活躍できる社会の推進、その施策のところの３つ目のちょぼですけれども、アンコンシャ

スバイアスを減らし、男女共同参画の意識醸成というのがよく分からないんですけれども、もうこの言

葉は古いのではないかと思うんです。要は、アンコンシャスバイアスを減らして、というのをなくして、男

性も女性も同じ人権を持つのだと、同じ権利があるのだと、そういったことを言えばいいんではないか

なと。共同参画って意味は何ですかね。昔からこういう言葉はありますけれども、これは古いのではな

いかなという気がするんですけれども。 

 男性も女性も同じ人権を持つ権利があるんですから、何かちょっと違和感があるんですけれども。 

○部会長 

 社会全体でのアンコンシャスバイアスを減らし。 

○委員 

 減らしではなくて、なくしと言ってもらえばいいんではないですか。 

○女性活躍促進課長 

 アンコンシャスバイアスですけれども、無意識の思い込みや偏見というのは皆さん持っているもの

で、育ってきた環境ですとか、文化ですとか、教育の面で誰しも持っているものです。それをまずは気

づくところから始めていただいて、他人に強要しない、減らしていく、なくしていくというのが国のほうで

も県のほうでも進めているところになります。 

 また、男女共同参画意識の醸成という言葉も大分長く使われてきておりますが、同じように国のほう

でも男女共同参画基本計画ですとか、県のほうでも同じような計画を作成して取り組んでいくという

ところで、同じように市のほうも合わせて取り組んでいくという言葉を使わせていただいております。 

○委員 

 今もご回答いただいたわけですけども、要は国や県がそういうフレーズを使っているから市も同じよ

うなフレーズを使うということですね。市というのは住民に一番近い行政ですから、もっと分かりやす

く、もっと市民がすっと入っていけるようなフレーズを使っていけばいいのではないかな。国や県は、所

詮は上部団体といいますか、ちょっと遠い存在ですけれども、市はもっと市民と密着しているところで

すから、もっと分かりやすい言葉で。 

 以前はなくしが、減らしになったというのは、ちょっとトーンダウンしたということですね。なくしと言って

しまえばいいのではないですか。そもそもあってはいけないものですから。意見として申し上げます。 

○女性活躍促進課長 

 男女共同参画という言葉も、今はジェンダー平等ですとか、多様性ですとか、いろんな言葉が出てき

ております。ただ、その中でふさわしい市民の方に伝わりやすいものを考えさせていただこうと思いま

す。 

 アンコンシャスバイアスですけれども、減らしとしてありますが、なくしというちょっと強めに表現させて

いただくことも考えてはおりましたが、どうしても少し押しつけになるかなという懸念もありまして、減ら

しというふうに少しトーンダウンした表現とさせていただきました。 

 また、委員のご意見も踏まえまして、検討させていただきたいと思います。 
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○委員 

 昔、アメリカの黒人の方などの差別がありましたね。クオータ制ということを言った。要は、黒人の方

を雇用しなくてはいけない。あの考え方のように女性にゲタを履かせるというか、そういう考え方を取

り入れていかないと、こういう表現の中で、こういう意識の中でなかなか男女平等というのは難しい、

女性の活躍というように思うんです。これは、あくまでも意見で申し上げているだけですから、今別に

ご回答いただかなくて結構です。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 そのほかございませんでしょうか。 

○委員 

 ②は、私の意見ではなくていろんな人がいろいろ言っていると思うんですけれども、やはり地方にお

ける人口減少を食い止めるために最も重要なポイントの一つだと言われています。福井県知事も、あ

らゆる政策パッケージを投入して、これを推進するんだということをアオッサで、この前学生向けの講

義でおっしゃっていました。 

 また、先ほど重なるんですけれども、福井県は福井県でそれこそ知事の肝入りであらゆる政策パッ

ケージを投入すると言っているんですけれども、それを結局福井市と福井県が心を一つにしてやった

ら、より強力になると思うんです。そういうコラボレーションといいますか、協力してやっていくという態

勢っていうのはできているんでしょうか。 

 具体的には、例えば育休制度というのがありますけれども、それは女性は当然ライフイベントですか

ら育休をとるんですけども、産休、育休。男性も平等に取るとか、それに対して例えば県とか市が可能

な限り補助をして、それぞれの企業が男性も育休を取りやすくするとか、そういう政策です。 

○女性活躍促進課長 

 県のほうでは、男性の育休推奨ということで、企業に対してある程度、何日以上育休を取った企業

に対しては補助を出されています。福井市のほうもそれと連携して補助ということではないんですけ

れども、男性育休の推進というところで、連携とまではいかないんですけれども、これからお父さんに

なる、パパになる方向けに育休制度の紹介をする講座などをご案内し、開催しているところではござ

います。女性活躍の事業についても、県のほうと連携しながら進めさせていただいているところです。 

○部会長 

 よろしいでしょうか。 

 そのほか②ではございませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 では、③に進んで、多文化共生。 

 そのまま行ってよろしいですか。 

○委員 

 スロベニアと新しくまた姉妹提携しましたので、１つ増えるのかなと思っておりますけども、これはこ

れでいいのではないかと思いますけど。あとは、具体的にどうやっていくかということが一番大切なの

で、またここで考えないといけない。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 では、④のボランティアのところで、何かありますか。 

○副部会長 

 市民と行政が協力して役割を担う市民協働というところですけど、こういうふうなことを言い出して
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からもう25年ぐらい経つんですが、これは行政の方にお願いなんですけれども、ここにいらっしゃる方

はそんなことはないと思うんですが、以前は行政、市民の方が対等でないというか、何か上下関係み

たいな、行政が上で市民が下みたいなそんな感じの雰囲気があったときもあったので、くれぐれも同

じパートナーということで啓発し続けてほしいなということでお願いしたいところであります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほかはございませんか。大丈夫ですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、政策６について審議されました今のご意見を勘案しますと、①はそのまま、②のところで、

女性活躍のところでは少し気になる、男女共同参画という表現でいいのかという。国のほうはまだし

ているということでございます。アンコンシャスというのはもう減らす、せっかくなくすとしたのなら、まだ

なくなってないってことですね。減らすという文言もまた考える。減らす、減らしていくということでござ

います。県と市との協力を極力お願いしたい。具体策までできるときには極力そのほうでお願いした

いということでございまして、例えば育休なんか、それから企業なんかのことも共同してやっていって

ほしいということを次のこの下にたくさんある具体策のところでお願いしたいと。多文化共生は、この

ままいってお願いしたいと。ボランティアのほうは、今話があったところでございますので、上下じゃなく

てあくまでも協働ということが分かるようなニュアンスにしてほしいということです。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 以上で政策６についての審議を終了とさせていただきます。 

 

（４）政策７「福祉・健康に関する政策」について 

○部会長 

 次に、政策７「福祉・健康に関する政策」について事務局のほうから説明をお願いします。 

○事務局 

 それでは、資料８、原案の７ページ、政策７「福祉・健康に関する政策」をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、市民の健康意識向上などにより健康寿命を延ばすことで、安心

して医療を受けられる持続可能な社会保障制度が求められています。また、高齢者、障害者などが

住み慣れた地域で安心して暮らすことができる社会の構造や、新たな感染症への備えなど、市民が

安心・安全に暮らせる取組が求められています。 

 このような現状、課題を踏まえ、５つの施策を掲げました。 

 まず、１番、生活習慣病予防に取り組むなど生涯にわたる健康づくりを支援するについてです。 

 デジタル技術や体を動かす活動などを活用した市民の健康づくりや生活習慣病予防を推進すると

ともに、医療保険制度を安定的に運営してまいります。 

 次に、２番、高齢者が住み慣れた地域の中で、安心して生活を送れる社会をつくるについてです。 

 医療や介護、介護予防、住まい、生活支援に加えて、認知症施策など様々な支援を切れ目なく提供

する地域包括ケアを推進してまいります。また、介護人材を確保し、質の向上を図りながら、安定した

介護サービスの提供に取り組みます。さらに、認知症など判断能力が不十分な人を支援する成年後

見制度の周知や利用促進に取り組みます。 

 次に、３番、障害のある人が地域で安心して生活できるよう支援するについてです。 

 共生社会の実現を目指し、障害や障害者に対する理解促進に取り組みます。また、障害の有無に

関わらず芸術文化などを通して交流する機会をつくります。さらに、災害時の支援体制づくりや障害
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者の自立と社会参加を促進します。 

 次に、４番、複雑化、複合化する支援ニーズを包括的に受け止める体制を強化するについてです。 

 ひきこもりや生活困窮、虐待、ＤＶ、８０５０問題など、複雑化、複合化した問題に対応するため、各関

係機関が連携して包括的に受け止め、より身近な場所で、必要な支援を行ってまいります。 

 最後に、５番、公衆衛生の向上や救急医療体制の充実に取り組むについてです。 

 感染症の発生や蔓延の防止に向けた取組や、食中毒発生に対する迅速な対応を行うことにより、

公衆衛生の面から市民生活の安全を守る取組を進めます。 

 以上で政策７の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、ここでまたお伺いしたいんですが。 

○委員 

 最後の⑤のところですけども、施策で結核やエイズ等様々な感染症、今日は結核やエイズよりもコ

ロナでしょう。今は新型インフルエンザがまた増えているのに、何万人も死んでいますのに、今さら結

核、エイズというのが最初にくるというのは違和感があるんですが。 

○福祉健康部次長 

 今ご質問のありました感染症ですけれども、例として結核、エイズを挙げているんですが、これはい

まだにやはり発生するということがあったりとか、もし発生した場合の対応というのが非常に重要にな

ってきますので、発生した場合の対応についてはしっかり対応策というのを検討していく必要があしま

す。各種、新型インフルエンザであったりだとか、様々な感染症、未知の感染症に対する対応計画も

今策定をしていますので、例としてこの２つを出しているんですけが、等って書いてある部分にはいろ

んな感染症を含んだ上でこの文章を書かせていただいています。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 そのほかございませんでしょうか。 

○委員 

 具体的な政策の中で今紹介したことに関して、一番困っていることは何かといったら、障害者の人

が年齢になっても老人ホームに入られないんですね、現実的に。ですので、障害者のための老人ホー

ムというのも実はもう現実的に非常に困っているというとこもあるかなと私は思っていますので、何か

言葉尻でも入れられたらいいし、下のほうでまた何か変えられることがあったらそれでもいいと思うの

で、今特に困っているのはそこではないかなと、障害者のいろいろ聞いているとそんなふうに思います

ので、ぜひもし政策の中でこういったことを支援するというのは現代的課題かなと思っていますので、

ぜひお願いしたいなと思います。 

○部会長 

 この下の具体的施策のほうで、障害者も高齢になっているし、看る人も高齢になっているし、受け入

れるところはないし、家庭で見るには大変だしということで、その辺のところを考えて次の施策のほう

にまた入れてほしいなというご意見でございます。 

○委員 

 今の①のところの２番目のちょぼですけれども、ダンスなど体を動かす活動を通じた健康増進、私ど

もの集落でも自治会ではデイサービスで健康運動教室というんですか、そういうのをやってます。ダン

スというのはちょっと大げさなような気がするんですが、実際にそういうダンスの講習会というのがそ

んなにあるんですか。 
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○総合政策課長 

 幾つか公民館ではダンスの講習会とかはやっております。 

○委員 

 それはメジャーですか。 

○総合政策課長 

 メジャーと言われると、なかなか。 

○委員 

 例えば、私どもがダンスの講習会に来なさいって言われても、はっきり言って行きませんよ。 

○総合政策課長 

 事例としてということを挙げさせていただいています。 

○委員 

 例えば、健康運動教室とかっていう言葉のほうが受け入れられやすいんじゃないかなと思って申し

上げます。 

○総合政策課長 

 また、こちらのほうも検討させていただきます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほかございませんか。大丈夫ですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 今のところでダンスというのが引っかかると思ってるんですね。 

○福祉健康部次長 

 ここにダンスと書かせていただいて、今説明もありましたけども、ほかの項目にも一応共通点を見た

中でダンスということも挙がってまして、それで今回ここにも書かせていただいていると。「など」なの

で、ダンスだけではなくて、当然健康体操だったりとか、それを自治会型デイホームなんかでやってい

るいろんな取組、健康に関しての取組なんかも丸っと含めてここでは書かせていただいている形にな

っております。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 意見をまとめますと、障害者のところでは、次につなげるところにまた具体策を入れてほしいというこ

とでございます。 

 あとは、結核やエイズ等様々な感染症というところの中に入っておりますので、いろんなところだとい

うことで説明がございました。 

○委員 

 同じく①の一番下ですが、医療保険制度を安定的に運営します。福井市の国保は、安定的に運営

されているんですか。 

健康保険組合はどこも四苦八苦といいますか、大変なところが増えていると。要は、福井市は黒字

ですか、赤字ですかっていうことをお聞きしたいんですが。 

○保険年金課長 

 単年度収支的には黒字でございます。 

 まず、１人当たりの医療費が全国的にも見てちょっと高い部類に入ります。財政的には、保険税の収

納率、こちらのほうが中核市の中でもたしか20位以内というふうな形で、財政的には、保険税の収
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納的にはトップクラスという形です。ただ、年々、被保険者は社会保険の適用拡大とか、後期高齢者

の加入者が増えてくるという中で、だんだん減ってきています。全体的に見ますと、残高の財政は弱く

なってきているという状況でございます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 政策７については審議終了とさせていただきたいと思います。 

 

（５）政策８「環境に関する政策」について 

○部会長 

 政策８のほうの説明を続けてお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８、計画原案の９ページ、政策８「環境に関する政策」をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、2050年のゼロカーボンシティの実現に向け、福井市脱炭素アク

ションプランを基に、市民の脱炭素型ライフスタイルへの転換など環境負荷の低減に取り組んでいま

す。また、豊かな自然環境や快適な生活環境の保全や、環境のことを共に考え行動できる人材を育

成していくことが重要となっています。 

 このような現状、課題を踏まえ、４つの施策を掲げました。 

 まず、１、環境負荷低減の取組を推進するについてです。 

 市民の脱炭素型ライフスタイルへの転換を促進するとともに、市有施設における省エネルギー設備

の導入拡大を進めます。また、新たに整備するごみ処理施設において、焼却により発生する熱エネル

ギーの有効活用に取り組みます。 

 次に、２、公害や不法投棄のない快適な生活環境を守るについてです。 

 廃棄物事業者などへの適切な指導、啓発や、不法投棄等防止パトロールの実施などにより、廃棄

物の適正処理を推進し、快適な生活環境を保全してまいります。 

 次に、３、自然や都市環境を守り育て、未来に伝えるについてです。 

 本市の豊かな自然環境を将来にわたって守り伝えられるよう、町なかの緑化推進など、自然環境を

維持するための取組を促進してまいります。 

 最後に、４、市民、市民組織、事業者、行政が共に環境を考え、共に行動できる人づくり、まちづくりを

進めるについてです。 

 学校や家庭、地域、職場や新たに整備するごみ処理施設などにおいて環境学習を推進し、持続可

能な社会をつくる人材づくりを進めます。 

 以上で政策８についての説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 環境に関する政策のほうですが、課題に対して施策が記載されておりますので、ご意見ございまし

たら。 

○委員 

 まず、①のところなんですが、多分こんな意図はないと思うんですが、文言のところで、資源物及び

廃棄物を適正に処理し、という表現をしてしまうと、資源物も適正に処理しというように受け取られか

ねないので、ここの文言としては、例えば資源物の有効利用及び廃棄物の適正処理を推進してと

か、要するに資源物については有効利用ということをちゃんと書いて、意図はそういうことだと思うん

で、文言を直してほしいというのが１つ。それからこれは要望なんですが、この１のところに、例えば消
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費者庁なんかが推奨しているんですが、エシカル消費って。エシカル消費って和訳すると、倫理的な

消費活動と言われると、もっと何か硬くなっちゃうんで、そういった家庭ごみになるようなものをあまり

買わないようにしようという。 

 例えば、皆さんも気がつくと思うんですが、おかきなんか一個一個袋に入って、１個入りのおかきをま

た大きな袋に入れてという商品がちまたに結構流通しているんですが、例えば買う段階ではそういう

ごみになると分かっている商品の購入をなるべく避けると、極力避けるというようなこともエシカル消

費ということになるんで。エシカル消費に代わる言葉があればいいんですけれども、家庭ごみの抑制

につながる消費行動を促すといった、一人一人の消費行動を促すというような文言をここの①のとこ

ろにどっか書き込んでもらえないかなというのが私の要望です。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 また持ち帰って検討していただけますかね。 

○市民生活部次長 

 最近、確かにエシカル消費という言葉が出るようになってきましたので、ここに書き込むか、またほか

の計画、環境はいろいろ計画がございますので、そういうところで書き込むかどうかについてはまた検

討させていただきたいと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほかございませんでしょうか。 

○委員 

 ③のとこなんですが、例えば、私ほかのところの政策も見たんですが、例えば政策13というところに

自然科学教育という項目があるんですけれども、③のところに自然との触れ合いの機会を増やす、増

進とかという、恵まれた自然環境の保全と都市部の緑化の推進とあるんですが、この③のところのぽ

つのところに自然との触れ合いの機会の増進という、そういった日頃から自然と触れ合っていないと

大事にしようという気持ちも出てこないと思うんで、どこかにこういう自然との触れ合いの増進という

ようなところを頭出ししてほしいなというのが１つです。 

 それから、前回、ここでごみの有料化というのを言わせてもらって、この後我々がいただいた資料９の

ところで、非常に前向きな答えが書いてあったので非常に喜んでいるんですが、ここで一言、これは

私の考え方なんですが、ごみの有料化というところは、例えば首長さんは決して喜ぶ政策ではありま

せん。ですから、例えば担当課が持ち上がったのでは、私は前にいかないというように思っています。

こういうのこそ、いわゆる総務部とか総合政策担当のところからこういうことを考えようということを環

境部局と一緒になって考える。極端に言うと、元はこういうのも私はトップダウンの施策なのかなとい

う気がしています。そうしないと、なかなか施策が前に行かないのかなということは私の単なる個人的

な思いですので、特に答えをというつもりはありません。さっきの自然環境のところはよろしくお願いし

たい。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 自然環境と触れ合うというところで、環境というところで、持ち帰って検討していただけますかね。あ

りがとうございます。 

 そのほかございませんでしょうか。大丈夫ですね。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、環境に関する政策のところで、政策８について皆さんの意見をいただきましたので、また
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ご参考いただきまして、持ち帰ってご検討いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

（６）政策９「安全安心に関する政策」について 

○部会長 

 それでは次に、政策９「安全安心に関する政策」について事務局のほうから説明お願いします。 

○事務局 

 それでは、11ページ、政策９「安全安心に関する政策」についてご説明いたします。 

 まず、現状、課題についてですが、本市の犯罪発生件数は増加傾向にあり、近年は、特殊詐欺事件

や組織犯罪など住民の安全を脅かす事案が増加しています。また、火災などから市民を守るため、

消防体制の整備や防火意識の啓発、高齢化社会に対応するための救急体制の強化や、交通安全

への対策などが求められています。 

 このような現状、課題を踏まえ、４つの施策を掲げました。 

 まず、１番、地域の防犯力を向上するについてです。 

 増加している特殊詐欺を防ぐため、警察などの関係機関と協働した防犯啓発活動を行い、防犯意

識の向上に取り組みます。また、高齢者世帯や自治会などに対し、防犯対策支援を行うほか、デジタ

ル技術などを活用しながら、特殊詐欺などの犯罪の抑止に取り組みます。 

 次に、２、火災などから人命と財産を守るについてです。 

 消防施設の整備と維持管理に取り組み、火災などへの対応力をさらに強化いたします。 

 また、デジタル技術などを活用しながら、救急活動能力の向上を図り、救急体制を強化するととも

に、市民の防火意識の高揚を図ってまいります。 

 次に、３、安全で安心できる消費生活を支えるについてです。 

 高度情報化社会の進展や高齢化社会に対応できるよう、消費生活相談体制の充実を図るととも

に、幅広い年齢層への学習の場の提供や、消費者トラブルの未然防止に役立つ情報発信に取り組

み、賢い消費者の育成に努めてまいります。 

 次に、４、交通安全対策を推進するについてです。 

 交通安全推進団体や関係機関と連携して、交通安全の普及に取り組み、自動車や自転車の交通

マナーの向上や交通安全意識を高めます。また、高齢者の運転免許自主返納や反射材の着用など、

交通安全啓発を進めます。 

 以上で政策９についての説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 「安全安心に関する政策」でございますが、暮らしに密着しているということで、防犯体制とか、何か

学校の帰りが遅くなったりとか、安全で安心な地域をつくりますというところで、委員からご意見あり

ましたら。 

○委員 

 あまり学校では、そういう防犯系は教わらないんですけど、特種詐欺というところで、これは若者も高

齢者も関わるようなことだと思うので、それを一緒に家族で学ぶという機会がどこかにあれば、例えと

しては違うと思うんですけど、防災訓練をこどもたちがする運動会の合間の時間を縫って訓練をする

というだけでも、親もいるし、こどももいるしというそういう時間をつくれると思うんで、何か家族で学ぶ

場があればいいなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 
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 ①の高齢者世帯だけでないと。各家庭、若者も含めてということで、高齢者世帯って限られているん

ですけど、若者もその中に加わるようなことが欲しいなということでございますので、また考えてみてく

ださい。 

 ほかございませんでしょうか。 

 住宅の防火安全対策を推進し、防火意識の向上というのは、何か難しいんでしょうか。 

○消防局次長 

 部会長から今ほど質問がありました②の火災等から人命と財産を守るの黒いちょぼの一番最後の

４つ目の住宅の防火安全対策を推進し、防火意識の向上に取り組みますの内容ですが、一言で難し

いということですが、細かく説明いたしますと、自治体とか自治会を対象に防火教室を行ったり、内容

としては住宅防火火災警報器とか、通電火災に関することとか、電気関係とか、最近で言いますとリ

チウム電池の火災が多くなってきたことを防火教室などで周知して広報するという内容を、ちょっと文

言は難しい内容なんですけども、住民対象に一般住宅の火災をなくすということを目的に一言で書

かせていただきました。 

○田村部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか何かございませんでしょうか。 

○委員 

 地域の防災組織あるいは町内、自治会の防災組織ですけれども、以前、全自治会に５万円ほどの

助成金を出して、要は防災組織とそれから規約というんですか、そういうのをつくりなさいというのが

あったと思うんですけれども、ご記憶にないですか。 

○危機管理監危機管理副監 

 今のは、自主防災組織のことのご質問ですよね。 

○委員 

 そうです。 

○危機管理監危機管理副監 

 そちらにつきましては、現在も設置した場合の補助はさせていただいてはおります。ただ、こちらに関

しては、今の政策８のほうではなくて、政策４のところで自主防災のことはうたってございます。 

○委員 

 それで、何が言いたいかといいますと、要は単発的なものをやったんですかね。全自治会にわけたこ

とがあるんですが、防災組織をつくれと言って確か５万円だったと思うんですけども、ああいうのはや

らないんですか。 

○危機管理監危機管理副監 

 現在は設置した場合の補助というのはさせていただいております。自主防災組織、単位自治会で自

主防災組織が結成された場合は補助を出すという制度はございます。 

○委員 

 防災訓練とか総合防災訓練とかは今でもやっていますけども、ここでは取り上げないでということで

すか。ほかの部会で取り上げるということですね。 

○消防局次長 

 防災訓練については、第２部会でなく第１部会で取り扱っております。 

○委員 

 そちらのほうで詳細が入ってるってことですね。 

○消防局次長 
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 はい。 

○委員 

 分かりました。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほかよろしいでしょうか。 

○委員 

 ここで福井市の人も認識を持ってもらえたらありがたいなと思うんですけど、実は防犯隊って全国的

にないのはご存じですかね。福井は意外と福井市から委託されて、福祉委員もそうですけど、自主防

災会もそうですけど、消防もそうですけど、意外と福井の人って非常に真面目で、市から言われたら

必ず全部組織をつくっているんですよね。 

 私は、もう自治会の力が弱まっていくと、防犯隊とかそこらも非常に危うくなるんじゃないかなという

ふうに実は危惧をしています。したがって、防犯隊への活動支援だけでいいのかと、逆に。防犯隊って

ここでも書いてもらうことがいいのかな。「など」と書いたらいいのかもしれないけれど、そういう意味

で10年計画としては非常に心配をしています。 

 ですので、やはりこういった犯罪の防止というのは防犯隊だけではなく、地域ぐるみで防止していく

というそういう文言に少し変えたほう方いいのではなかろうかな。逆に地域のこういうことは、例えば

防犯隊、あんたら一生懸命やってと言われても逆に困るよね。というふうにして、少しお考えいただい

たほう方が私はいいのかなと思いますので、よろしくお願いします。 

○部会長 

 貴重なご意見ありがとうございます。 

 なかなか団体が自治会とともにというか、人が限られていますので、防犯隊も高齢化していると、防

犯隊とだけ名指しになると大変かなというご意見をいただいて、地域ぐるみで消防も、消防隊という

のもなかなか若い人というのがあれかなと思うので、またご検討ください。ありがとうございます。 

 ほかはご意見ございませんか。 

○委員 

 今、部会長もおっしゃったんですが、防犯隊の話も出てきたんですけれど、私も防犯隊という言葉を

聞いたことないなと思ってネットで調べたら、福井市が発祥みたいな感じの説明であったんで、ああそ

れで福井なのかというふうに、逆に新たに認識したんですが。防犯隊と並ぶと、消防団のほうが多分

今ピンチ、私が住んでるとこは完全にピンチです。消防団の話には触れられていないんですが、この

福井市の総合計画に消防団をどうバックアップするかというようなことも入ってくるんであれば、どっ

かに防犯隊が入るんであれば消防団という名前は入れたほうがいいのかなというような気はします。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 そのほかご意見ございませんでしょうか。 

○委員 

 女性防火クラブというのがありましたね。 

○消防局次長 

 はい。 

○委員 

 あれもだんだんだんだん少なくなってるような気がして、どんな感じになってるんですか。 

○消防局次長 
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 福井市全地区で32の女性防火クラブがあります。 

○委員 

 防災・減災のほうで、どういうふうな取扱いをしているのか分からないんですが、僕は、女性防火クラ

ブなんかだと炊き出しとかでいろんなことをもしかしたらできるという可能性があるというので、災害

時にもそういったことも必要になってくるだろうと。女性や男性というとまたちょっと問題になるのかも

しれませんが、やはり例えば避難所でいろんな炊き出しとかなんとかしようと思うと、女性の力はかな

り必要になってくるし。ただ、家庭で作るのと違って大鍋でいろんな大量の人数分を作ろうと思うと、そ

れなりの研修を受けないとなかなかできないらしいです。もし女性防火クラブが必要ならば、こういっ

たところで女性防火クラブっていうような形も入れてったらどうかなと思うんですけど、そういったご認

識はあるんでしょうか。 

○消防局次長 

 はい。検討させていただきます。 

○委員 

 最上位計画なんで、そんな細かいところまで突っ込んだことは多分出てこないとは思うんですね。大

きな本当の福井市の進んでいく方向という形で、あとそういったところの下のほうの計画の中でどう

しても入れてって、各地区につくるような努力をしてもらうようにしていったほうがいいかなと思いま

す。 

○部会長 

 ありがとうございます、貴重なご意見。 

 女性防火クラブというのは、各消防署で、各地域であるので、皆さん頑張ってはおられます。ありがと

うございます。 

 この女性防火クラブとか防犯隊とか、地区社協の皆さんに民生委員とか福祉委員とか、この連携と

いうのをどこかで何か出てくるといいのかなと思いますが、「安全」というところで連携していくのは自

治会はじめ社協、民生委員も関わってくるので、実施計画のときには検討よろしくお願いします。 

 そのほかご意見ございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ないようでしたら、９についての審議を終了とさせていただきたいと思います。 

 それでは、資料10－２をお開きください。 

 分野Ⅱのくらしの政策につきまして、今後の検討段階で若干の変更があったと思いますが、本日は

特段ご意見がございませんでしたので、現段階で検討していただいて、表現の取りまとめをお願いし

たいと。 

 また修正がございましたらご連絡いただきたいなと思っております。皆様、よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 以上で本日の議事は終了とさせていただきます。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、事務局のほうに進行をお渡ししますので、よろしくお願いします。 

 

３．閉会 

○司  会 

 部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましては、長時間にわたるご審議、誠に

ありがとうございました。 
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 最後に、次回の専門部会の開催日時をご連絡申し上げます。 

 次回は11月28日金曜日午前10時から、市役所別館４階の第14会議室Ｄで開催をいたします。改

めて開催をご案内申し上げますので、ご多忙のところ大変恐縮ですが、引き続きご出席いただきます

ようお願いを申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第２部会の２回目の会議を終了いた

します。 

 皆様、本当にお疲れさまでございました。 

（以  上） 

  



【議事要旨】 

- 23 - 

第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第２部会（第２回）出席者名簿 

 

氏　　名 備　　考 出欠

たむら　ようこ

田村　洋子

おがしわ　ひろひで

小柏　博英

いけがみ　まさのり

池上　優徳

おおと　けいこ

大音　桂子

つぼうち　あきら

坪内　彰

つぼかわ　さやか

坪川　彩花

ないき　ひろのぶ

内木　宏延

やまざき　えいいち

山崎　栄一

わたなべ　まさひこ

渡辺　正彦

岡本　尚美 総務部　次長 〇

塚田　康之 市民生活部　次長 〇

清水　淳之 福祉健康部　次長 〇

西行　裕 商工労働部　次長 〇

安井　幸市郎 都市政策部　次長 〇

上田　洋介 建設部　次長 〇

廣瀬　和恵 危機管理監　危機管理副監 〇

畑下　光広 消防局　次長 〇

間所　泰次 教育委員会事務局　教育次長 〇

勝木　康史 総合政策課　課長 〇

坂下 一博 総合政策課　副課長 〇

嶋田　法子 総合政策課　課長補佐 〇

寺前　佳昭 総合政策課 〇

吉田　勇也 総合政策課 〇

〇

市

総

合

計

画

策

定

委

員

事

務

局

委員 福井市自治会連合会　会長 〇

委員 公募委員 〇

委員 仁愛女子短期大学　学生 〇

委員 福井大学　学長 〇

総

合

計

画

審

議

会

　

委

員

部会長 福井市連合婦人会 会長

福井市老人クラブ連合会　副会長

委員 県・市環境アドバイザー

〇

委員 福井市議会議員 〇

委員

副部会長 福井市社会福祉協議会　事務局長 〇

×

（50音順・敬称略） 


